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Enoxacin の慢性前立腺炎に対する臨床効果
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THE THERAPEUTIC EFFECT OF ENOXACIN 

      ON CHRONIC PROSTATITIS
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From the Department of Urology, National Kanazawa Hospital

   The clinical efficacy of enoxacin (ENX) was evaluated in 39 patients having chronic prostati-
tis. The overall clinical efficacy of ENX was determined by three factors, (1) the effect on bac-
teria, (2) white blood cells in the  VB3 and (3) the subjective symptoms. The overall clinical 
effectiveness rate was 80%. ENX eliminated 66.7% of the bacteria in the VB3. As determined 
from white blood cells in the VB3, 56.4% of patients were relieved of the inflammation of pros-
tate by ENX. The subjective symptoms were improved by ENX treatment in 77% of the patients. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 35: 1985-1987, 1989) 
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緒 言

日常の臨床においては前立腺炎様症状を訴えて来科

する患者は多いが,今 までは診断基準があいまいでそ

のため治療法にも一定の見解がないのが現状である.

今回,前 立腺炎様疾患39例 にグラム陽性菌や陰性菌な

どに広範囲のスペクトラムを持ち,殺 菌作用を有 し前

立腺への移行も良 いと言われるエ ノキサ シン(以 下

ENX)を 投与し,そ の有効性を検討したので報告す

る.

対 象

1988年4月 より同年12月 までに国立金沢病院泌尿器

科を受診 した39例 で,Drachら1)の 分類によれば,慢

性細菌性前立腺炎5例,慢 性非細菌性前立腺炎32例,

prostatodynia2例 である.年 齢は17歳 か ら68歳(平

均±SD;46±13歳)で,前 立腺結石2例,精 巣上体

炎3例 の合併症を有していた.

方 法

1)投 与 量 な らび に 投 与 期 間 お よび 併 用薬

ENXの 投 与 は300～600mgを2～3分 服 し,ll

～77日 間(29.8±14.6日)投 与 した.ま た 併用 薬 剤 と

して は エ ン ピナ ー スol6例,セ ル ニル トン②16例,そ

の他4例 で あ った 。

2)検 索材料

尿中白血球ならびに細菌学的検討はすべてVB3に

よった.

3)効 果判定

VB3中 細菌培養陽性例が5例 と少ないため,VB3

中 白血球数,自 覚症状の推移をお もに検討した.VB3

中 白血 球数の判 定はUTIの 複雑性尿路 感染症の判

定基準を参考にTablelの ごとくとした.ま た自覚

症状の判定は熊本ら2)の 提唱する点数性による判定基

準にのっとった(Table2).総 合効果判定は白血球が

正常化し自覚症状が消失した場合を著効,白 血球も自

覚症状も不変であった場合を無効とし,こ れら以外を

有効とした.

結 果

1)VB3中 細菌の検討

E.coliは4例 中3例 が陰性化 したが,1例 は投与

後細菌培養検査を忘れたため,判 定不能とした.St.

epidermidlsが 検 出され た2例 はいずれも細菌数 は

102で あったが1例 は消失し1例 は検査せず判定不能

とした.

2)VB3中 白血球数の検討

白血球数が正常化したものは15例,改 善 したものは

7例,不 変は17例 で有効率は56.4%で あった.

3)自 覚症状の検討
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自覚症状が消失 した ものは22例,軽 快 したものは8

例,不 変は9例 で有効率は76,9%で あった.

4)総 合臨床効果

著効:14例,有 効=17例,無 効;8例 であった,著

効,有 効合わせた有効率は80%で あった。

5)慢 性前立腺炎の分類別臨床効果

a)慢 性細菌性前立腺炎

著効:4例,無 効:1例 で有効率は80%で あ った.

b)慢 性非細菌性前立腺炎

Table1.VB3中 白血球に対する効果の判定

治療後
治療前

一 ± 1十 2十 3十

±

(10～19/HPF) 正

常

化

不

変

十

(20～29/薮PF)

十十

(30-49/HPF)
改

十 十十

(≧50/HPF)
善

Table2・ 自覚症状の点数化および自覚症状に対する効果判定基準

1,排 尿に対する症状

灘轡}
2.放 散痛に関する症状

灘難}
自党症状の効果判定(総 点数)

点計合ー
点

点

点

点

0

1

9
層

3

し

度

度

度

等

な

軽

中

高

難ill}灘

自

覚
症
状
総
点
数

0点:消 失、治療前 の≦50%:軽 快、治療 前の≦50%;不 変

(熊本5他:泌 尿紀要33:471,1987)

Tab1e3.無 効 例 の 検 討

名前 年齢 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

N.T.

K.W.

K.H.

T.T.

M.H.

H.K.

N.T.

R.H.

4

8

6

1

7

7

4

8

3

3

5

4

3

5

3

3

2-3ヶ 月後St.epidermidis検 出

MINO1ヶ 月内服 に よ りVB3改 善

MINO投 与に よりVB3改 善

以後 来科せ ず 不 明 、

その後 セルニル トン錠のみ でVB3改 善

MINO投 与 によ りVB3改 善

St.epidermidis検 出例 その後 も不変

飲酒?薬 剤切 れ?

著 効:9例,有 効=16例,無 効=7例 で有 効 率 は78

%で あ った,

c)prostatodynia

有 効:2例 で あ った.

考 察

従来から問題視されていた慢性前立腺炎の診断基準

もMeares&Stamey3)が 細菌の局在性を診断する

方法を提唱していらい確立されたかに見えるが,前 立

腺液の白血球数の算定や細菌の定墨培養法は報告によ

って異な り,一 定の基準はまだない.ま た本症の診断

にあたっては,前 立腺液(EPS)の 所見がもっとも重

要で,VB3の 白血球数だけを目安とすると約6割 の

疾患を見落とすとい う報告がみられる4)。 しか し,文

献上ではVB1,VB2は 正常でEPS,VB3の 白血球

数が20/hpf以 上であれば前立腺炎 と診断するという

意見もあるが,AnderSOnら5)は,健 康成人の95%は

く12/hpfの 白血球数を示したと述べ,熊 本らもEps

中 白血球数は10/hpf以 上を前立腺炎の診断の根拠と

して良いと述べている.わ れわれは本来EPSの 検査
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が重要であることは理解 しつつも,日 常多忙な外来診

療では比較的簡便で確実性のあるVB3を 使用し,そ

の白血球数は10/hpf以 上を炎症所見が存在するもの

とした.起 炎菌としてE.coliが4例,St.epider-

midisが2例 に分離された,E.coliの 菌数は105～106

あ り,木 剤に感受性があ り,治 療後培養検査を忘れた

1例 を除き,3例 全て陰性化した.し か し,St.epider-

midisは102と 薗 数も少な く,こ の菌が前立腺炎

の起炎菌になりうるかとい うことに関しては否定的な

意見があるが,動 物実験で炎症をおこした報告6)や

菌消失をみた症例のVB3が 治療後改善 し,自 覚症状

も消失 した1例 を経験 してお り,起 炎菌 とした・VB3

中 白血球数の検討においては先に述べたように,VB3

では20/hpf以 上を炎症所見とする意 見が多い中,

Epsと 同様な判定基準(10/hpf以 上)を 採用 したた

め有効率は56.4%と やや低めの結果となっている.総

合臨床効果では著効14例,有 効17例 で,有 効率80%は

ほぼ満足いく結果であった,主 治医判定にまかせた結

果は著効,5例,有 効,15例,や や有効,9例,無 効

10例で,や や有効以上の有効率は74%で ほぼ先の判定

基準による結果 と似かよったものであった.ま たわれ

われは併用薬 として前立腺治療薬であるセルニルトン

錠を使用した症例が16例 あるため,ENX単 独ある

いはセルニル トン錠以外の他剤併用例での結果と比較

検討したが,有 意の差は無 く,ENXの 効果判定上問

題はないものと考えられた.ENXの 前立腺液への移

行について,田 中ら7)は,本 剤200mg内 服1時 間後

の前立腺液内濃度は,平 均o.69μ9/mlで,対 血清比

は0.58と よ く,大 腸菌や変形菌の8096MICを 上回

る結果を報告 してお り,わ れわれの結果 も大腸菌によ

る前立腺炎に対する効果はよかった.し か し,St.epi・

dermidisのMICO.39μ9/mlよ り前立腺液への移

行は良いはずであるが,わ れわれの症例では2例 申1

例 は効果が認められなかった.そ こでわれわれの症例

における無効例につきその原因を検討してみた.そ の

結果はTable3の ごとくで,MINOで3例 にVB3

の改善ならびに自覚症状の改善が認められており,こ

らの症例はChlamydiatrachomatis,Ureaplasma

urealyticum等 の関与が大きいと考え られるが,菌

体や抗体の検査を施行していないので,推 測の域をで

ない,ま た他の2例 はSt.epiderm三disが 検 出され

た1例 と2ケ 月後にSt.epidermidisが 検 出された

ものが1例 でやはり本剤が比較的効きにくい状況が考

えられた.そ の他セルニル トン錠単独でVB3の 改善

が見られた1例,正 月に飲酒をした上薬が切れていた

1987

と思われる1例 とその後来科せず不明の1例 で,少 な

くともMINOで 効果が あった3例 は薬剤選択の誤 り

であ り,今 後慢性非細菌性前立腺炎の場合 にはC.

trachomatisやU.urealyticumに 対 する注意が必

要と考えられた.

結 語

慢性前立腺炎39例 にエノキサシンを投与し,そ の臨

床効果につき検討した.

1)VB3中 白血球数の改善は39例 中22例(56.4%)に

認められた.

2)自 覚症状の改善は39例 中30例(77%)に 認められ

た.

3)総 合臨床効果は,著 効14例,有 効17例,無 効8例

で有効率は80%で あ った.

4)無 効例8例 中3例 は,そ の後MINOで 改 善 し

てお りC.trachomatisの 感染が強 く疑われた。
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